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言語と文法言語と文法

•言語：あるルールを満足する記号の集合。有限集合言語：あるル ルを満足する記号の集合。有限集合
とは限らない。

•文法：言語を規定するためのルール（句構造文法）：
非終端記号V 名詞 名詞句 動詞 動詞句非終端記号V：名詞、名詞句、動詞、動詞句など

終端記号Σ：pen, this, a, is, 
出発記号S: （∈V）
生成規則P: 名詞句::=冠詞 名詞生成規則P: 名詞句:: 冠詞 名詞

名詞::=pen
冠詞::=a冠詞::=a



算術式を規定する文法の例算術式を規定する文法の例

A + B * CA + B * C



導出木導出木
ある終端記号列が与えられたとき、それが出発記号Sに
対してどのような順序で生成規則を適用して得られたも対してどのような順序で生成規則を適用して得られたも
のであるかを表す木構造。



構文木（演算子木）構文木（演算子木）

終端記号間の関係を、演算子とその引数という形でまとめた木構造。
非終端記号は表れない 導出木を簡略化して 得る方法と 直接構非終端記号は表れない。導出木を簡略化して、得る方法と、直接構
文木を得る方法の二つがある。



A+B*Cの構文木の例A B Cの構文木の例



最左導出、最右導出最左導出、最右導出

導出： 出発記号からスタートして 非終端記号を生成規則の導出： 出発記号からスタートして、非終端記号を生成規則の
左辺→右辺と辿りながら、置き換えていき、最終的に
終端記号列を得る過程。終端記号列を得る過程。

最左導出：未置換の非終端記号のうち、左にあるものから順
に置きかえる方法。
生成規則 例生成規則の例：
<算術式>::=<項>|<項>+<算術式>

最右導出：未置換の非終端記号のうち 右にあるものから順最右導出：未置換の非終端記号のうち、右にあるものから順
に置きかえる方法。
生成規則の例：成規則 例
<算術式>::=<項>|<算術式>+<項>



最左導出の例最左導出の例
<算術式>::=<項>|<項><加減演算子><算術式>
<項>::=<因子>|<因子><乗除演算子><項><項>:: <因子>|<因子><乗除演算子><項>
<因子>::=<変数>|（<算術式>）
<加減演算子>::=＋|－|
<乗除演算子>::=＊|／
<変数>::=A |…|Z

<算術式>算術式

<算術式><加減演算子><項>

項<項>
<因子>

<乗除演算子>
<因子> <項>

因子<因子><変数> <変数>
<変数>

A ＋ B ＊ C



最左導出がうまくいかない例最左導出がうまくいかない例
<算術式>::=<項>|<項><加減演算子><算術式>
<項>::=<因子>|<因子><乗除演算子><項><項>:: <因子>|<因子><乗除演算子><項>
<因子>::=<変数>|（<算術式>）
<加減演算子>::=＋|－|
<乗除演算子>::=＊|／
<変数>::=A |…|Z

<算術式>

<算術式><加減演算子><項> －<加減演算子><項>

<因子>

因子
<項>

<項> <算術式>

A －

<加減演算子><因子>

<因子><変数> <変数>

<変数>

A

B C変数

A － B － C



演算子優先構文解析演算子優先構文解析

演算子間に優先順位を設け、生成規則の右辺から左辺に辿る
ことができる部分を見つける構文解析法。

•導出木ではなく、直接構文木が得られる。

•明示的な生成規則を持たない。

•最右導出が実現できる。

木構造を下から上に作る （上昇型構文解析）•木構造を下から上に作る。（上昇型構文解析）

•２つのスタックを用いた単純な処理２つのスタックを用いた単純な処理



演算子順位表演算子順位表

AαBβCAαBβC
αの方がβよりも優先順位が高いとき、還元（生成規則
を右辺から左辺に辿る操作）を行う。



演算子優先構文解析

AαBβCαBβCBβCβCC
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演算子優先構文解析のアルゴリズム(a)演算子優先構文解析のアル リ ( )



演算子優先構文解析のアルゴリズム(b)演算子優先構文解析のアル リ ( )



木パターン照合問題とは木 タ ン照合問題とは



木パターン照合の方法木 タ ン照合の方法



木パターン照合の準備木 タ ン照合の準備



木パターン照合の準備（続き）木 タ ン照合の準備（続き）



木パターン照合木 タ ン照合



同値類への分類同値類 の分類

｛ b d f ｝S=｛a,b,c,d,e,f,g｝
(e g) (d f) (b d) (c e)(e,g), (d,f), (b,d), (c,e)



同値類への分類結果同値類 の分類結果

｛ b d f ｝S=｛a,b,c,d,e,f,g｝
(a b) (e g) (d f) (b d) (c e)(a,b),(e,g), (d,f), (b,d), (c,e)


